


年 度 内 容 備 考

平成２５年度 設立総会
上末、下末、高根の３区
が話し合い設立

平成２６年度

①住民交流夏まつり
②課題解決アンケート
③学区防災訓練

平成２７年度

★①～③は継続
④陶っ子もちつき大会
⑤陶地域ビジョン策定【視察・素案作成】

委員数50人突破！

平成２８年度

★①～④は継続
⑤サロン事業（上末区、下末区、包括
[全体]）

⑥陶地域ビジョン策定【完成】

平成２９年度
★①～⑤は継続 ※高根区がサロン事業開始

⑦陶っ子ドッヂビー大会
委員数70人突破！！

平成３０年度
★①～⑤，⑦は継続
⑧オレンジカフェ事業

生活サポートの実施に向け
た仲間づくりとして「オレ
ンジカフェ」開催

令和元年度 ★①～⑤，⑦⑧を継続

「これまでの“歩み”」 「取り組み」
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年 度 内 容 備 考

令和２年度

★①～⑤，⑦、⑧を継続
③の防災訓練を実施
※①②④⑤⑦⑧はコロナ禍で中止

令和３年度

★①～⑤，⑦⑧を継続
※①～⑤、⑦⑧はコロナ禍で中止
⑨凧あげ大会を実施
⑩スマートフォン＆LINE講座

ドッジビー（屋内）に代
わり、凧あげ（屋外）で
コロナ対策を行い実施

令和４年度

★①～⑤，⑦～⑩を継続
⑪地域ふれあい交流事業を実施予定

「これまでの“歩み”」 「取り組み」

2



委員全員で取り組む

夏まつり、サロン、他団体との
連携

活動の継承
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組織運営

特徴的な
取組

活動の展望

本日の内容
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◆組織体制

部会ごとの縦割りとせず、準備・当日の運営は、委員
全員で取り組み、一丸となる体制をとっている。

交流部会

会 長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

副会長 事務局長
企画・総務
部会長

役員会

※各区長らが
務める

企画・総務部会、福祉部会、交流部会、防災部会

委員

委員

防災
部会長

委員

委員

【組織運営】 組織体制
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団体名 備 考

１ 区（上末・下末・高根） 一体的に活動

2 小学校 施設利用、広報

3
スポーツ振興会、PTA、民生・児童委
員、おやじの会、自主防災会

委員として参加

4 東部花火の会 桃の花花火大会に協賛

5 通学路ボランティア
学校での事業等開催時に
児童の見守りを依頼

◆他団体との関わり

主に現役区長が役員（事務局長、企画・総務部会長、防災部会長）と
して“顔役”を務め、実行部隊を区から出してもらい、区長OBが協力
することで、地域が一丸となって取り組めている。

【組織運営】 協力体制



【組織運営】ホームページ、公式LINE

若い人材の参加
■陶小学校区地域協議会のホームページと公式LINEを作成するにあたり、40代の
委員が作成した。今後、その委員がスマホの使い方、LINEの設定等について、他
の委員へ講習を行う予定。
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お化け屋敷
勤労センターで実施。

令和4年度は、新型コロナウイルス感染対
策を徹底し、縮小して開催予定。

【特徴的な取組み】 夏まつり
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【特徴的な取組み】工夫

新型コロナウイルス対策

コロナ禍での開催となるため、以下の対策等を行います。

（１）縮小開催
・お化け屋敷の中止

従来のお化け屋敷は、子どもたちに非常に人気があったが、

密になる等の懸念があるため

・盆踊り講堂に組んでいた「やぐら」の取り止め

スペースを広く取り、密にならないようにするため

（２）基本的な感染対策の徹底
・検温、手指消毒、参加者名簿作成、常時換気、注意喚起
の張り紙等を実施 9



【特徴的な取組み】効果

地域行事の見直し、地域愛の育み等

■子ども会廃止 ➡ ３区合同開催
３区の子ども会が無くなったため、地域協議会で小学校区の子どもたちを
対象として、地域の絆づくりにつながる行事を行っている。

■効率の向上、規模の拡大
地域協議会で行うことで、効率的にかつ規模を大きくすることができている。

■地域愛の育み・地域コミュニティの形成

生まれ育った地域での記憶に残る行事によって、「陶に生まれてよかった」、

「この陶が大好きだ！」という地域愛を育むことができている。

世代や立場を超えた様々な人たちが、“子どもたちのために” という共通の
目的に向って一致団結することで、地域コミュニティの形成の一助となって
いる 10
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今後の取り組み・課題

・新型コロナウイルスで中止となると、
コロナ以前の行事を行うことができる人
材がいなくなってしまう。

・コロナ対策をしながら、まずやってみ
るということが必要だと考える。

【特徴的な取組み】今後の取り組み・課題



目的：認知症や物忘れのある人、そうで
ない人、その家族、誰でも気軽に
参加できて、相談し合える場を
つくる。

日時：毎月第４月曜日
午前１０時～１１時３０分

場所：小牧勤労センター ３階 大研修室
※一部変更する場合がある。

自分で会場まで行くことが困難
な人に無償で送迎しています！

【特徴的な取組み】 オレンジカフェ 現在コロナ禍で中止
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【特徴的な取組み】効果

地域の課題発見から課題解決へ

■「各サロンの情報交換」、「向こう三軒両隣の実態調査」、
「サロン活動内容の共有」

■サロンでつながった“仲間”が解決すべき陶小学校区の課題
は？（包括サロンでの実態調査から、住民の声を聞くことが
必要と考えた。）

■オレンジカフェ（認知症カフェ）で住民の困りごとを把握！
さらなる生活サポートへつなげていけないか模索中。
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今後の取り組み
・コロナ対策をしながら、交流事業を行って、オレン
ジサロンなどの実施につなげていく。

課題
・コロナで事業が中断して、以前の活動をしようとし
た時に、メンバーが年をとってしまっている。メン
バーの代替わりが難しい。

・参加者の送迎を行っていたが、コロナのことを考え
ると、送迎をやめるか、対策を行って送迎を行うか。

【特徴的な取組み】今後の取り組み・課題
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今後の取り組み

・陶小学校区での地域の逸話、郷土の歴史
の継承、須恵器の復活、あわせて次の地域
協議会活動を担う人材の育成を行っていき
たい

【活動の展望】

最後に
・陶小学校区で安心して暮らし続けられる
よう、地域に住む私たちが助け合って、よ
り幸せな地域となるよう活動を続けていき
ます。
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掲載内容

・どんな地域を目指す
のか

・組織の諸元

・地域づくり事業

・実現方策 等



陶小学校区地域協議会
ロゴマーク

“陶地域ビジョン”
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